




　
「
読
書
」
分
野

は
学
年
進
行
で

実
施
内
容
が
異

な
る
。

　

二
年
生
は
、

後
期
の
総
合
学

習
の
時
間
に「
専
門
分
野
学
習
」

と
し
て
専
門
分
野
の
入
門
的
な

本
を
読
む
。
夏
休
み
ま
で
に
推

薦
図
書
が
選
定
さ
れ
、
購
入
す

る
。
講
義
室
Ⅲ
│
１
を
ミ
ニ
進

路
資
料
室
と
し
、
推
薦
図
書
の

見
本
が
置
か
れ
る
。
以
上
が
実

施
内
容
で
あ
る
。

　

ま
た
、
三
年
生
に
つ
い
て
は

春
休
み
の
課
題
（
希
望
制
）
と

し
て
志
望
分
野
に
関
わ
る
読
書

が
行
わ
れ
た
。
生
徒
ご
と
に
指

導
教
員
が
つ
き
、
面
談
を
し
な

が
ら
適
切
な
図
書
を
選
び
、
貸

し
出
す
と
い
う
流
れ
だ
っ
た
。

　

な
お
、
夏
休
み
に
は
一
年
生

に
対
し
て
国
語
科
か
ら
、
二
年

生
に
対
し
て
地
歴
科
か
ら
読
書

課
題
が
指
示
さ
れ
る
。

　
「
新
聞
」
分

野
で
は
、
教
室

棟
二
階
の
階
段

付
近
に
「
新
聞

閲
覧
コ
ー
ナ
ー
」

が
設
置
さ
れ
た
。

一
日
遅
れ
だ
が
、「
秋
田
さ
き

が
け
新
聞
」
と
「
朝
日
新
聞
」

が
置
か
れ
た
。

　

ま
た
、
朝
学
習
で
は
毎
週
火

曜
日
に
全
校
統
一
記
事
、
木
曜

日
に
学
年
ご
と
に
選
択
さ
れ
た

記
事
が
配
付
さ
れ
て
い
る
。
記

事
コ
ピ
ー
に
は
感
想
記
入
欄
も

設
け
ら
れ
、
毎
回
集
め
ら
れ
た

後
で
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

〈
目
的
と
今
後
の
課
題
〉

　

こ
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
石
井

先
生
は
「
小
説
で
は
な
く
社

会
や
自
然
の
こ
と
な
ど
を
書
い

た
本
を
読
む
こ
と
で
、
社
会
の

こ
と
を
知
り
、
考
え
る
。
そ
し

て
自
分
の
進
路
を
考
え
る
。
こ

の
二
つ
が
プ
ラ
ン
の
目
的
だ
っ

た
。
今
後
の
課
題
は
、
図
書
館

利
用
者
を
増
や
す
こ
と
。
図
書

館
に
は
専
門
分
野
入
門
書
が
沢

山
あ
る
の
で
、
購
入
前
に
目
を

通
し
て
は
い
か
が
か
」
と
述
べ

ら
れ
た
。

　本校創立 30周年を広く校内外に示すた
め、生徒が考案・制作したキャッチフレーズ、
ポスター、シンボルマークが事業に彩りを添
えている。

　

ポ
ス
タ
ー
制
作
者
は
山
本
小

葵
さ
ん
（
３
Ａ
）。
美
術
部
に

所
属
し
て
い
る
。

　
「
モ
チ
ー
フ
は
、
新
高
の
力

強
さ
と
若
々
し
さ
を
全
面
に
出

す
た
め
に
部
活
動
に
し
た
。
特

に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
『
３
』
で
、

構
図
に
は
か
な
り
悩
ん
だ
。
と

　

三
十
周
年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
制
作
し
た
東
海
林
楓
さ
ん

（
２
Ｃ
）
に
取
材
し
た
。

に
か
く
新
高
の
パ
ラ
フ
ル
な
面

を
表
現
す
る
た
め
に
、
明
る
い

色
を
多
く
用
い
、
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
で
あ
る
よ
う
心
が
け
た
」

と
の
こ
と
。
制
作
に
は
三
週
間

以
上
か
か
り
、
特
に
構
図
が
固

ま
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
。

　

自
分
の
作
品
が
選
ば
れ
た
こ

と
に
対
し
て
は
、「
選
考
結
果

に
驚
き
、同
時
に
誇
り
に
思
う
」

そ
う
だ
。
そ
し
て
、「
作
品
を

通
し
て
こ
れ
か
ら
も
〝
新
屋
高

校
〞
を
全
国
に
発
信
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
私
が
イ
メ
ー
ジ
す

る
新
高
の
姿
や
雰
囲
気
が
皆
さ

ん
に
上
手
く
伝
わ
る
と
い
い
な

あ
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
六
月
初
め
に
印

刷
物
と
し
て
完
成
し
、
掲
示
さ

れ
た
。

　
「
制
作
期
間
は
二
週
間
。
形
、

色
な
ど
、
少
し
で
も
よ
り
良
い

作
品
に
し
よ
う
と
、
何
度
も
先

生
と
話
し
合
っ
て
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
た
」
と
言
う
。
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
は
、「『
新
屋
』の『
Ａ
』

　

三
十
周
年
記
念
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
考
案
者
、
竹
田
駿

哉
さ
ん
（
２
Ｃ
）
は
、キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
込
め
た
思
い

や
意
味
に
つ
い
て
、「
三
十

年
分
の
伝
統
や
歴
史
を
未
来
へ

つ
な
げ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
新

し
い
歴
史
も
作
っ
て
い
け
る
よ

う
に
と
」
考
え
た
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
自
分
の
作
品
が
選
ば

れ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、「
看

板
や
出
版
物
に
掲
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
改
め
て
嬉
し
く
思
っ

た
。
学
校
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
頑
張
ろ
う
と
も
思
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。「
創
立
三
十

周
年
の
節
目
に
在
学
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
と
て
も
嬉
し

く
思
う
。
三
十
期
生
と
し
て
、

新
屋
高
校
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

キャリア読書推進プランキャリア読書推進プランキャリア読書推進プラン
知識と教養で進路実現知識と教養で進路実現知識と教養で進路実現

　今年度から「読書推進プラン」が実施され
ることになった。「読書」と「新聞」の二分野
から成るこのプランについて進路指導部の石
井啓之先生にうかがった。

　

五
月
二
日
、
十
時
か
ら
県
立

体
育
館
に
て
剣
道
部
が
、
十
三

時
か
ら
八
橋
陸
上
競
技
場
に
て

サ
ッ
カ
ー
部
が
、
そ
し
て
、
六

月
二
十
日
の
十
三
時
か
ら
野
球

部
が
、
全
校
生
徒
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
、
創
立
30
周
年
記

念
招
待
試
合
に
挑
ん
だ
。

　

前
日
の
土
砂
降
り
で
心
配
さ

れ
た
天
候
も
、
午
後
か
ら
曇
り

空
に
。
羽
黒
高
校
（
山
形
）
は

一
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ベ
ス

ト
８
の
強
豪
校
で
あ
る
。

　

試
合
は
前
半
十
三
分
、

目
黒
貴
大
（
３
Ｅ
）
の
一

得
点
を
守
り
切
り
、
本
校

が
１
対
０
で
勝
利
し
た
。

　

楢
岡
直
志
監
督
は
、「
パ

ス
を
つ
な
い
で
攻
撃
す
る

本
校
の
ス
タ
イ
ル
が
、
羽

黒
高
校
の
前
線
か
ら
の
速

い
プ
レ
ス
で
防
が
れ
、
攻

撃
が
単
調
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
、
後
半
は
や

や
押
さ
れ
気
味
だ
っ
た
試

合
内
容
を
振
り
返
ら
れ
、

「
ど
の
よ
う
な
相
手
で
も

十
一
人
で
パ
ス
を
つ
な
ぎ
、

チ
ャ
ン
ス
を
作
る
た
め
に

個
人
の
技
術
向
上
と
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
た
。

　

福
島
県
立
白
河
旭
高
校
を
招

い
て
の
試
合
は
、
練
習
の
時
か

ら
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
た
。
体

育
館
中
央
を
試
合
会
場
と
し
、

全
校
が
そ
れ
を
取
り
囲
む
形
で

静
か
に
マ
ナ
ー
良
く
応
援
し

た
。

　

両
校
の
十
二
人
が
四
分
間
の

勝
負
。
先
鋒
の
京
極
弦
己
（
２

Ｃ
）
の
メ
ン
二
本
勝
ち
で
好
ス

タ
ー
ト
を
切
る
。
結
果
は
５
対

０
で
本
校
の
勝
利
。
残
る
七
試

合
は
緊
迫
し
た
ム
ー
ド
の
中
、

引
き
分
け
に
終
わ
っ
た
。

　

向
島
洋
先
生
は
、「
こ
の
試

合
と
そ
の
先
の
全
県
総
体
に
向

け
て
、
十
七
人
が
一
丸
と
な
っ

て
稽
古
を
続
け
て
き
た
が
、

ま
だ
ま
だ
甘
さ
が
あ
る
。

今
回
の
反
省
点
を
活
か
し
、

『
他
校
よ
り
も
練
習
し
て
い

る
』
と
い
う
事
実
を
自
信

に
変
え
た
い
。
三
十
周
年

に
新
た
な
歴
史
を
刻
み
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

創
立
30
周
年
記
念
招
待
試
合

創
立
30
周
年
記
念
招
待
試
合
他
県
強
豪
校
と

善
戦
他
県
強
豪
校
と

善
戦

選
手
応
援
団

良
い
緊
張
感

剣道
勝 ５－０

「
新
屋
・
羽
黒
」

両
校
に
声
援

サッカー
勝 １－０

本
校
大
将
の
須
田
陽
斗
（
３
Ａ
）

の
気
迫
あ
ふ
れ
る
表
情

決
勝
点
は
前
半

の
目
黒
（
３
Ｅ
）

の
シ
ュ
ー
ト

試
合
後
、
両
チ
ー

ム
仲
良
く
記
念

撮
影

５
回
裏
、
三
塁
走
者

村
山
（
３
Ａ
）
が
生
還

全
校
が
１・
３
塁
に
分
か
れ

て
声
援

両
校
の
粘
り
強
い

戦
い
ぶ
り

２
ア
ウ
ト
後
の

集
中
力
を

野球
負 4－13

　

朝
方
ま
で
の
降
雨
に
よ
り
、

中
止
も
懸
念
さ
れ
た
試
合
。
時

折
小
雨
も
降
る
中
で
無
事
決

行
。
招
待
校
は
、
専
大
北
上
高

校
で
、
甲
子
園
大
会
に
も
出
場

経
験
が
あ
る
岩
手
県
の
強
豪
校

で
あ
る
。

　

初
回
か
ら
一
点
を
奪
わ
れ
、

そ
の
後
本
校
も
巻
き
返
そ
う
と

し
た
が
、
上
手
く
流
れ
を
作
れ

ず
、
大
量
失
点
。
五
回
の
村
山

拓
晃
（
３
Ａ
）
の
三
塁
打
、
七

回
の
石
井
雅
也
（
３
Ｂ
）
の
本

塁
打
で
は
一
気
に
会
場
が
盛
り

上
が
っ
た
。
吹
奏
楽
部
を
中
心

に
、
一・三
塁
に
分
か
れ
て
両
校

に
声
援
を
送
っ
た
全
校
生
徒
。

　

野
球
部
監
督
の
川
村
寿
紀
先

生
は
、「
集
中
力
を
欠
く
プ
レ
ー

を
自
ら
招
き
、
大
量
点
を
奪
わ

れ
た
。
ツ
ー
ア
ウ
ト
後
か
ら
の

失
点
も
多
く
、
詰
め
の
甘
さ
が

目
立
っ
た
」と
振
り
返
ら
れ
た
。

　

13
対
４
と
い
う
ス
コ
ア
で
敗

れ
た
が
、夏
の
県
大
会
に
向
け
、

両
校
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
試

合
と
な
っ
た
。

伊原主将（３Ａ）
による宣誓

専門分野に
触れる

読書

社会の動き
を知る

新聞

生
徒
の
作
品
で
Ｐ
Ｒ

刻（きざむ）
～未来につなぐ新高Legend～
30周年事業周知に一役

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

　〝
伝
統
を
未
来
へ
〞
と

 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は

　
　
　
　
　
制
作
二
週
間

  

更
な
る
発
展
を
願
う

 

応
募
69
点
か
ら
選
出

２Ｃ
竹田駿哉さん

２Ｃ
東海林楓さん

と
、『
三
十
周
年
』
の
『
30
』

に
矢
印
の
デ
ザ
イ
ン
を
加
え
る

こ
と
で
、新
高
生
の
向
上
心
や
、

力
強
さ
を
表
し
た
」と
の
こ
と
。

自
分
の
作
品
が
選
ば
れ
て
ど
ん

な
気
持
ち
か
を
問
う
と
、「
記

念
す
べ
き
三
十
周
年
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
に
選
ば
れ
て
、
と
て

も
光
栄
に
思
う
」
と
胸
の
内
を

語
っ
て
く
れ
た
。

　

学
校
の
坂
の
下
に
あ
る
三
十

周
年
記
念
事
業
の
案
内
用
看
板

に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

登
下
校
時
に
も
是
非
、
注
目
し

て
ほ
し
い
。

 

ポ
ス
タ
ー
は

　
　
　
　
　
構
図
を
重
視

 

力
強
く
、
若
々
し
く

３Ａ
山本小葵さん

新
高
生
よ
　
活
字
に
親
し
め

新　屋　高　新　聞 （第 78 号）  平成26年７月18日（4）


